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台湾人留学生の日本語学習の意味付け
―大学で日本語を専攻した人を対象に―

謝　佩 芳

キーワード：日本語学習／台湾人留学生／ライフストーリー

1.　はじめに

筆者は来日直後、自分の周りに「成功した学習者」が多いと感じ、日本語

学習の成功や失敗に興味をもつようになった。そこで、成功した学習者と失

敗した学習者にはどのような個人差があるかについてパイロット・インタ

ビュー調査を行ったところ、筆者には成功者だと思えた人が、「自分は能力

が足りない」と語るのを聞いた。ここには、成功者と失敗者の基準は何であ

るのかという問題がある。日本人（ネイティブ・スピーカー）の日本語に近

い学習者が成功者なのか。しかし Cook（2002）は、第二言語ユーザー 1）と

は母語話者になれない失敗者、劣った母語話者ではないと指摘している。

Karlsson（2015）はフィンランドのある大学生が英語学習の失敗経験を乗

り越え、英語を書ける、話せるという優秀な英語ユーザーになる過程につ

いて研究した。その研究で使用したのが、言語学習史（Language Learning 

Histories）である。Karlsson（2015）の指摘するように、日本語の学習と使

用の過程に注目し、自身の予想、記憶、不安、疑問だけでなく、希望、夢、

不確実さ、そして、学習者・使用者としての自分自身をどう理解しているか

に焦点を当てる。言語学習史は学習者が今まで学んできたことを語るもので

あり、研究者の目で見た言語学習の成功と失敗を判断するものではない。

前述したパイロット調査の協力者を日本語の成功者だと認めて、その協力
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者に研究の調査を頼んだ。しかし、その協力者が「自分は能力が足りない」

と述べたことで、日本語学習者本人がどのように自分を意味付けているのか

について解明する必要のあることが示された。

第一段落で述べたように、本研究は筆者自身の経験と関心に深く関わって

いる。したがって、本研究では、筆者と同じく台湾の大学で日本語を専攻

し、大学を卒業したあと、日本に留学し、日本の大学院に在籍している、留

学生を研究対象者とする。彼らはどのように日本語を学んできたのか、過

去・現在・未来をどのように見ているのか、自分をどのように意味付けてい

るのかについて研究することにした。

2.　先行研究

Dörnyei（2009）は第二言語学習の自己システム（�e L2 motivational Self 

System）を提唱している。これは「第二言語における理想の自己（Ideal L2 

Self）」、「第二言語におけるなるべき自己（Ought-to L2 Self）」、「第二言語学

習経験（L2 Learning Experience）」の 3つの要素によって構成される。「第二

言語における理想の自己」は、理想の自己像があれば、理想の自己と現実の

自分とのギャップを埋める努力をする可能性が高いと考えられているもので

ある。また、「第二言語におけるなるべき自己」は、「なりたくない自己」と

いう望ましくない結果を避けるために、義務な自己ということである。その

上で、やる気を維持するために必要な条件は、「理想の自己」について詳細

なイメージを持っている、「理想の自己」になれると信じている、「理想の自

己」が「あるべき自己」と矛盾していない、「理想の自己」に近づく方法を

知っている、「理想の自己」を頻繁に思い出す手がかりがある、「こうはなり

たくない自己」を考えるという六つだとしている。

Ushioda（2009）は「文脈の中の個人の関係性から見た動機づけ（A 

person-in-context relational view of motivation）」を提唱した。第二言語学習

者は、抽象概念としての学習者ではなく、現実の人間である。その人間は、
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台湾人留学生の日本語学習の意味付け

思考し、感情を持つ人であり、アイデンティティと性格と歴史と背景を持つ

人、目的、動機、意図を持つ人である。第二言語学習は、認知心理言語学よ

り、文化社会学的または歴史社会学的なプロセスと見なしたほうがよい。

3.　リサーチクエスチョン

（1）台湾人留学生はどのように日本語を学んできたのか。

（2）日本語を話す自分をどう意味付けているのか。

4.　研究方法

Maxwell（2013）によると、質的研究の長所は、帰納的アプローチで、特

定の状況や人間に焦点を当て、数字ではなく言葉を強調する点にある。学術

的ゴールは以下の五つとされる。①研究参加者が参加した出来事、状況、経

験、行動が、研究協力者にとってどのような「意義」を持つのか。②参加者

が活動している「特定の文脈」並びに、この「特定の文脈」が彼らの行動に

どのような影響を与えるかを理解する。③「予想しない」現象と影響を確認

する。④出来事と行動の「過程」を理解する。⑤因果関係の解釈を発展させ

る。（p. 22-23）

本研究は、台湾人留学生はどのように日本語を学んできたのか、日本語を

話す自分をどう意味付けているのか、ということを解明するため、量的な研

究よりは、一人ひとりの経験から理解したほうが適切だと判断し、本研究は

質的研究法を用いることにした。

やまだ（2014）によれば、ライフストーリー研究とは、「日常生活で人び

とがライフ（人生、生活、生）を生きていく過程、その経験プロセスを物語

る行為と、語られた物語についての研究」（p. 2）をさす。桜井（2013）は、

ライフストーリーを、「個人が生活史上で体験した出来事やその経験につい

ての語りである」（p. 12）と定義している。
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さらに、Aoki, Kobayashi（2009）は、ストーリーは日常行動や出来事を意

味付けており、ライフストーリーを通し、調査協力者がどのように今の状態

に至ったのかがわかるようになると述べている。また、調査協力者がなぜこ

のように考え、行動し、感じるのか、ライフストーリーを通して過去から現

在までのことがわかると主張する。

本研究では、協力者がどのように日本語を学んできたのかを見るだけでは

なく、日本語を話す自分をどのように意味付けるのかにも注目する。そのた

め、ライフストーリーという研究手法を採用する。

5.　調査概要

5.1.　インタビュー

デンジン・リンカン（2006）は、「質的研究者は、インタビューが、デー

タ収集のための中立的な道具ではなく、2人（あるいはより多く）の人々の

あいだの、交渉をとおした（negotiated）文脈依存の結果へと導く、積極的

な相互行為である」（p. 42）と述べている。

インタビューには、構造化の程度が高いものから低いものまで、「構造化

インタビュー」「半構造化インタビュー」「非構造化インタビュー」がある。

半構造化インタビューでは「自発的なストーリーが引き出される場合、イン

タビュアーは、ストーリーがさらに展開するように励まし、また、そのス

トーリーの構造化を手助けすることができる」（クヴァール，2016: 111）と

されている。半構造化インタビューでは、台本は「網羅すべき話題の概略と

そのための質問例のリストが含まれ」（クヴァール，2016: 86-87）、交渉と文

脈によって、その場で積極的に作られる。

本研究は半構造化インタビューを採用し、データを収集する。
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5.2.　データの収集と分析

ライフストーリーを書く上で必要な情報を得るために、調査協力者に対し

てインタビューを行った。調査協力者にインタビューの概要や、プライバ

シー、データの使用と管理について、口頭と書面での同意を得た上で、イン

タビューを行った。インタビューの際には、ICレコーダーを主なデータ収

集の道具として録音を行い、筆者の携帯電話でも同時に録音を行った。

本研究では、次の手順でデータを扱う。

（1） 協力者一人ひとりに対して中国語で半構造化インタビューを行う。レ

コーダーで録音し、データを収集する。

（2）全ての音声を文字化する。

（3） 文字化したデータは出来事の因果関係を検討しながら、時系列に並び

替え、ストーリーを書く。

（4）調査協力者が内容を確認した後、ストーリーを書き直す。

5.3.　研究協力者

協力者を探す際、台湾の大学で日本語を専攻して、日本に留学している台

湾人留学生を基準にした。協力者（3名）は大学を卒業したあと、日本語に

関わる専門分野の大学院に進学した。本稿ではバラさん（仮名）という 1名

の協力者に焦点を当てる。バラさんのインタビューの時点の属性を以下の表

1に示す。

5.4.　表1：本稿の協力者のインタビューの時点の属性

名前（仮名） 年齢 性別 身分 インタビューの時間
バラさん 20代後半 女性 大学院生 2017年10月（45分）

2018年4月（30分）
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6.　バラさんのストーリー 2）

日本語を学ぶきっかけ：専科学校

高校入試が近づいた時、お母さんから高校の生活は苦しいし、科学の科目

もあるから、高校ではなく、言語教育が有名な五年制の専科学校に行ったほ

うがいいと勧められた。バラさんは英語が好きだった。入試の前から日本の

ドラマを見ることも好きだった。専科学校では、専攻の言語と副専攻の言

語、二つの言語を学ばなければならなかった。成績順に、自分の専攻と副専

攻を選ぶことができた。バラさんは成績が良かったので、自由に好きな専攻

と副専攻を選ぶことができた。専攻は英語、副専攻は日本語という学科は通

常、選考が厳しいことから、じゃあそれにしようと思った。専科学校から正

式に日本語を学び始めた。

1年生から 3年生までは副専攻の言語と専攻の言語の学習時間は同じだっ

た。4生と 5年生になると、副専攻の授業がなくなった。副専攻を続けてや

りたい人は自分で授業を履修するという制度になっていた。日本語の授業に

は、文法、会話、聞き取りの授業があった。特に印象的なのは聞き取りの授

業で、ヘッドホンをして行うような授業だった。先生がいつも誰かに質問し

て、その人が答えるというような感じだった。会話の授業はロールプレイな

どがあり、面白かった。会話の先生の中で、大阪出身の男の先生がいた。授

業で陣内智則の映像を見せてくれたりして、楽しかった。文法の先生はみん

な説明が上手で、基本的に授業は楽しかった。4年生になって、日本語を続

けてやるという人は少なくなったが、せっかくなので、続けて日本語の授業

を取りたいと思って、日本語学科の作文と文法と近代文学の授業をとった。

日本の高校への交換留学

昔は外国語を話せない人はその国に行ったら、話せるようになると信じて

いた。2年生が終わった後、日本に交換留学に行った。学校には台湾人はバ
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ラさんしかいなかった。ダブルが多かったが、日本で生まれ育った人たちな

ので日本語が話せる人達であった。学校はバラさんに対して、特別な扱いを

しなかった。

その時、バラさんが日本語を学んでいた期間は 2年間だった。日本語能力

試験も受けたことがなかったので、自分の日本語レベルがどれくらいだった

かはわからない。面白いと思ったのは、日本人とコミュニケーションができ

たことだ。というのも、自分の言いたいことが伝えられた。特に困難なこと

も聞き取れないこともなかった。授業の内容も特に聞き取れないということ

はなかった。聞き取れないことがなかったというより、バラさんは聞き取れ

ない内容があっても、そのままでよいと思っていたので、別に悪い感じもな

かった。特にインプットはしなかったが、テレビを見たりしてインプットを

していた。1年前より、日本語が上手くなったが、思ったほどではなかった。

バラさんが交換留学から帰ると、みんな交換留学していたのを知っている

ので、日本語が上手だということを期待すると思った。しかし日本語があま

り上手ではないと思っていたので、日本語を話すのは恥ずかしかった。交換

留学のとき、日本語があまりできなくても性格が変わらない他の留学生が羨

ましかった。例えば、話すことが好きな人は日本語を話すときもいっぱい

話す。言語を問わずよくしゃべる。バラさんは、中国語で話すことは好きだ

が、日本語では話すことができなくて、人見知りでもあるため、性格が変

わってしまった。何かを話そうと思っても、まあいいかと思って、結局何も

話さなくなってしまった。

バラさんが台湾に帰ったばかりのとき、交換留学で知り合った日本人の女

の子が台湾に遊びに来たので、空港まで迎えに行った。お父さんの車で、バ

ラさんはお父さんとたくさん話した。その日本人の女の子は「そんなに喋れ

るんだ」と言った。みんなはバラさんが静かな人だと思っていた。日本語を

話すときの自分が静かなせいで、あまり上手くならなかったのかもしれない

とバラさんは考えている。
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台湾の大学2年生へ転入

5年制の専科学校のあと、大学に転入した。

転入なので、1年生の授業の単位は以前の学校の単位がほぼ認められたが、

聞き取りの授業だけは取らなければならなかった。1年生の授業なので、つ

まらなかった。翻訳の授業ではテキストが配られて翻訳した。大学の授業は

こんな感じであった。会話の練習をすることもあまりなかった。大学 3、4

年生の授業は専門の授業で、文学と言語学と文化だったが、基本的に全てが

「いっぱい暗記するだけでいい」という感じだった。大学には面白い先生も

いたが、ほとんどの授業はあまり面白くなかった。大学に入る前に学んだ日

本語は非常に役に立った。ただ一つ感じたのは、専科学校では日本語で正式

なレポートを書く機会があまりなかったが、大学ではそういう機会が増えた

ことである。日本語で文献を読んだりレポートをまとめたりする機会があっ

たので、書く能力が少し成長したと思った。

大学にいるとき、友達が紹介してくれた翻訳のアルバイトをしたことがあ

る。また、大学を卒業した後、翻訳会社でインターンシップしたことがあ

る。

日本語は全て学校で学んだ。大学で友達が紹介してくれて言語交換をした

ことがあるが、あまり効果はなかった。そのパートナーは言語交換をどうす

ればよいかよくわかっていなかった。彼女は中国語がうまくて、結局中国語

をたくさん喋った。ちょっと恥ずかしくて、彼女に事前に時間配分について

言わなかった。

日本でのインターンシップ

日本でインターンシップをする機会があり、事務職をしていた。それにつ

いてバラさんは以下のように言った。

88



台湾人留学生の日本語学習の意味付け

抜粋1

バラさん 日本の会社では、みんな元

気に「おはようございま

す！」と言う。私にはそん

なことできないし、自分は

そんな性格じゃない。私一

人ならできない。でも、も

し、もう一人同期がいた

ら、なんとかやっていけた

かもしれない。でも、私一

人だったら、できない。上

司に「せめて挨拶ぐらいは

ちゃんとしなさい」と言わ

れたけど、私には不自然な

感じがした。

在日商就是他們要求要一直

笑啊，很元氣「おはようご

ざいます！」我是沒有做到

那樣啦，因為我就沒有辦法

逼我這個樣子。因為怎麼講，

也只有我一個人，如果說有

一個什麼，比如一起進去的

人，如果他也這樣的話，我

會逼自己這樣。可是只有我

自己，我就沒辦法逼我自己

這樣。所以我上司會跟我講，

就說要這樣，然後就是有一

點，嗯，我就覺得假假的。

もし上司だったら、確かに元気で明るく周りの人に挨拶する人が好きだと

バラさんは思っているが、自分がそういう振りをするのには抵抗を感じた。

なぜこんなやり方を要求されるのか理由はわかる。でも、このやり方は本心

からのものではない。日本人がこんなに明るいとは信じていない。すべての

言動が本音ではないことはわかるが、まだ準備ができていなかったのかもし

れない。

それに、会社全体はとても静かな環境で、伝統のある会社だった。勤務時

間は仕事だけをして、お茶も机においてはいけないと言われ、制服も着ない

といけなかった。事務の仕事を任されたので、あまり面白くなかった。会社

は全体的にいうと、とてもストレスを感じる雰囲気だった。

しかし、ホストファミリーはとても親切なお母さんとお父さんだった。会

社の仕事より、インターシップの間、ホストファミリーとの時間が一番いい
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思い出になった。しかも、外国人との付き合いが多く、おしゃべりが好きな

人で、それで久しぶりに使った日本語も少し使えるようになった感じがした。

日本の大学院に進学

来日後、周りの留学生たちの日本語がうますぎてびっくりした。最初は、

そのせいで、授業で自分の意見を言うのも恥ずかしかった。授業はただ聞い

ているだけでいいような授業ばかりだった。学校では思ったより日本語を話

す機会が少なかった。1年目の時日本人のチューターがいたが、研究のこと

についてしか話してくれなかったので、あまり親しくならなかった。ちょっ

と残念だった。前は日本のドラマを見ていたが、今は韓国のドラマに興味を

持っている。日本のドラマに興味を持たないことで日本語を学ぶ機会は少な

くなった。今のレベルでは、何かの教科書で勉強することもできない。日本

語は今のレベル以上に上げることができない。前に言語交換には参加したこ

とがあった。

ゼミ発表の時、バラさんは先生と先輩から日本語が間違っていると指摘を

受けた。簡単な日本語も間違えてしまったことがわかり、みんなの前で指摘

されたのは少し恥ずかしかった。みんなに指摘されることが恥ずかしかった

というより、こんなに簡単な文法も間違える自分に対して恥ずかしく感じ

た。ゼミ発表で自分の考えをみんなに分かってもらえるように工夫しようと

したが、やはり日本語で完全に自分の考え方を伝えるにはまだまだだと思っ

た。最初は日本語がうまくなくても、頑張って話そうとしていたが、指摘さ

れたあと、少し自信がなくなった。

日本でのアルバイト

日本のレストランでアルバイトをした。アルバイトなら日本語を使う機会

が増えるかもしれないと思ったからだ。しかし、日本語を話す能力にはあま

り自信がなかったので、結局外国人観光客がよく行く店に行った。その店で

は、基本外国人の店員は外国人客を担当し、日本人の店員が日本人を担当す
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るようになっていた。たまに、日本人の店員が空いていないとき日本人のお

客さんの接客をすることもあった。バラさんは日本語での接客のセリフがわ

からなかったから、「かしこまりました」「少々お待ちください」などしか言

えなかった。日本人のお客さんはこの店員が外国人だということを知ってい

るから、うまく対応できなくても何か言われたことはなかった。

アルバイト先に、ある台湾人の男性がいた。ワーキングホリデーで日本に

来たので、正式に日本語を学んだことはない。バラさんはその男性に中国語

の「或」の日本語は何かと聞かれた。バラさんはいろいろな状況を考えたあ

と、「それとも」と言った。「明日学校に行きますか？それとも、遊びに行き

ますか。」とバラさんは言った。その時、隣にいた日本語学校に通っている

台湾人の女性Aさんが「日本人はそんな丁寧な言い方はしない。みんな雑な

言い方をしているから、「明日、遊び？学校？」とだけ言えばいい。」と言っ

た。バラさんはその女性にたくさんの状況を話したところで彼女にわかって

もらえないと思って、何も反論しなかった。上からの立場で『あなたは何も

わからない』という考え方ではなかった。学校で日本語を学べば学ぶほど、

日本語の単語には一つの解釈だけではなく、多くの解釈があることがわかっ

た。しかも、彼女の生活は自分の生活とはたぶんいろんな面で違うので、普

段会っている人も違うし、日本語を学ぶきっかけや方法も違う。そのため、

説明してもたぶん分かってもらえないだろう。何より、彼女はすごく自信

満々な様子だったので、反論しても無駄だとバラさんは感じた。

また、ワーキングホリデーで日本に来た台湾人の女性に「この日本語の中

国語はなんですか」と聞かれた。これについて、バラさんは以下のように

言った。

抜粋2

バラさん 名詞だったら、すぐに答え

られるけど、日本語と中国

語は考え方がかなり違う言

如果是比較具體東西的名詞

的話，就可以直接答出來，

形容詞或是動詞，尤其是動
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語だから、翻訳する時、形

容詞も動詞もいろんな文脈

がある。会話のときなら、

自分はすぐに話せるけど、

いきなり聞かれたら、考え

る時間が必要だ。でも、ほ

かの人は「あなたは日本語

が下手だ。」という印象を

持ったかもしれない。

詞，日文思考跟中文很不一

樣，因為你要轉的時候，有

的時候日文你會，可是你也

會用，可是那是你在日文的

那個情境下，所以你很自然

會出來。可是你突然問我說，

我會想很久，反而講不出來，

可是人家就會想說，你日文

是不是不好。

例の台湾人女性Aさんは「この日本語は〇〇だ」と言ったとき、バラさん

は確かにそうだと思ったが、自信はあまりなかった。文脈があれば、日本語

を話せるが、ほかの人はある中国語の単語に対応する日本語がすぐに話せ

る。多分、学習の過程、方法、経験に関係があるとバラさんは思った。日本

語を話すとき、いろんなスキルを使って日本語を話す。日常生活とコミュニ

ケーションなどでは問題ないが、単語の意味がわからないかもしれない。

アルバイト先では、日本語が全くわからない人や少ししかわからない人が

結構いた。その人たちを見て、自分ももう少し自信を持った方がいいと思っ

た。

来日後感じたこと

日本に来て最初の頃は、日本語で何かを言おうとする時、頭の中で全部の

文を作ってから言っていたが、これではだめだと思って、できるだけ言いた

いことだけを考えて、頭の中で文を作らないことにした。それは少し効果が

あったと思う。初級のとき、新しい文法を学ぶと能力が上がると感じた。最

近は去年より、日本人と話すとき緊張することが少なくなった。

日本に来たばかりのとき、店員に聞かれるととても緊張した。何を話した

かわからないからである。今は良くなった。例えば、アルバイトの面接で、
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準備をしなくても、店長が何を質問するのか心配しないようになった。

昔は自分の日本語に自信がなかった。日本語を話すとき、小さい声だった

し、話す勇気もあまりなかった。一つの文の最初の何文字か話したら、日本

人がその文を完成してくれた。そんな状況では会話を完成させられなかっ

た。今はかなり自信が持てるようになり、完全な文を話したくなっている。

また、何か話したかったら、直接話している。最近はこのような状態で、日

本語が少しうまくなった。

バラさんは日本語使用の困難は、インプットが少ないことだと考えてい

る。例えば、単語が不足しているので、はっきり自分の言いたいことを伝え

られないことがある。別の言葉で言い換えても、それは本当に言いたいこと

ではない。日本のドラマやアニメは特に好きというわけではなかったが、イ

ンプットしないといけないと思って、馴染みのある「コナン」というアニメ

を日本語のインプットとして見ている。日本語が頭の中で出てくる回数が多

くなった。多分、コナンの影響もあるけど、自信を持てばいいという意識が

ある。自信を持てば、日本語がもっとペラペラになるかもしれないとバラさ

んは思った。

日本語に慣れたが、日本語が上手だということを意味しているのではな

い。珍しい機会だと思っていたから、日本語を勉強し始めた頃は日本人とお

しゃべりがしたかった。日本に来ているが、日本人の友達はあまりいない。

自分の性格が内向的だからである。留学生の友達が比較的多い。

日本人と同じくらい日本語が上手になりたい―例えば、発音がいい、外国

人のように聞こえないなど―という希望を持つ人がいるが、自分の日本語を

日本人みたいに上達させるのは無理だろうと思っているので、それは気にせ

ず、諦めている感じだ。円滑にコミュニケーションができたらそれで良い。

例えば、将来日本語を使う仕事に就いて、クライアントとうまくやりとりで

きるようにはなりたい。
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抜粋3

バラさん 将来仕事をする時、日本語

を話す勇気がないという言

い訳はできない。会社で給

料をもらうなら、日本語が

上手でなければならない。

ちょっと怖い。自分の日本

語能力はそのようなレベル

ではないから。仕事をする

とき、できるだけ日本語を

使うかもしれない。日本語

が上手になるかもしれない

が、ちょっと怖い。

就算（工作）真的上了，可

是那就代表沒有什麼藉口讓

你說不敢講。在公司你拿人

家薪水，你就是得用，然後

沒有什麼理由說，你就是日

文不好。然後就覺得有點可

怕，因為覺得自己日文還是

沒有到那個程度。雖然說你

真的工作可能會逼自己用，

應該是會進步很多，但是還

是會有一點怕怕的。

卒業する時、以前より日本語が上手になりたい。少なくとも、もっと自信

をつけたい。話したいことを話せるようになりたい。例えば、前に就活で会

社説明会に行ったとき、ある外国人の会社員は自分の会社について説明して

いた。日本語がめちゃくちゃ完璧というわけではなかったが、自分の話した

いことを一生懸命に話そうとしていた。バラさんは少なくともこんな人にな

りたい。日本語は少なくとも道具だ。日本語をもう何年も学んできたから、

自信を持って、話したいことを話す勇気がなかったらだめ。何をするにも自

信があったほうがいいとバラさんは思った。

7.　考察

バラさんは日本語に興味を持ち、専科学校で日本語を専攻した。昔は外国

語を話せない人でも、その国に行けば話せるようになると信じていたので、

2年生が終わった後、日本の高校に 1年間交換留学をした。日本語能力試験
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を受けていなかったので、自分の日本語能力がどれくらいか知らなかった

が、交換留学先で日本人とコミュニケーションができた。交換留学から帰っ

たバラさんは、専科学校に戻って日本語の勉強をつづけた。交換留学したこ

とで、周囲から日本語が上手だろうと思われた。しかし、その期待に答えら

れなくて、日本語学習歴が自分の負担になった。専科学校を卒業した後、大

学に転入した。大学で特に上がった日本語能力は、日本語でレポートを書く

ことを通して書く能力が向上した。大学生の夏休みに、日本で行ったイン

ターンシップを通して日本の会社の文化がわかった。インターシップの間、

会社の仕事よりも、ホストファミリーとの時間が一番いい思い出になった。

台湾に戻って、大学を卒業した後、日本に留学した。もっと日本語を使いた

いと思ったので、レストランでアルバイトをした。アルバイト先の台湾人の

同僚から日本語の語彙の意味について質問をされた。バラさんはその質問に

すぐに答えられなかった。その原因は、日本語専攻なので、その語彙に複数

の意味があることを知っていたからだ。日常のコミュニケーションには問題

ないが、突然日本語について質問をされると、考える時間が必要である。ア

ルバイト先で自分より日本語ができない同僚がいたが、その同僚は日本語が

うまく話せなくても自信を持って日本人と会話していた。その姿を見て、バ

ラさんは自分ももっと自信を持ったほうがいいと思った。現在、バラさんは

日本語を話すときに、緊張することが少なくなった。自信を持てば、日本語

が上手になると信じている。

バラさんは卒業までに自分の日本語をもっと向上させ、将来仕事をすると

きに必要な能力も身につけたいと思っている。そして、勇気と自信をもっと

持てば、日本語がさらにうまく使えると信じている。バラさんの日本語学習

と使用のストーリーから、自信の変化が見えた。自信を持つことで日本語が

段々上手になっていくことが分かった。

Dörnyei（2009）は「未来の自己への案内図」について考え、やる気を維

持するための必要条件として「理想の自己」を挙げている。

バラさんの将来の「理想の自己」は「自信を持って、話したいことを話
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す、勇気がなかったらだめ、何をするにも自信があったほうがいい」という

ことであり、将来の「理想の自己」に対してはっきりしたイメージを持って

いる。「理想の自己」になることを将来の目標にしている。「卒業する時、以

前より日本語が上手になってほしい。少なくとも、もっと自信をつけたい。

話したいことを話せるようになりたい」と述べている。

バラさんは日本語を学びはじめたときから、学校教育、インターンシッ

プ、アルバイト、留学など、日本語と関わることをずっとしている。それは

将来も日本語を使って仕事をしたいという「理想の自己」があるからだ。

バラさんの日本語学習史を遡ってみると、「自信」という言葉がキーワー

ドだと言える。交換留学と大学院の生活の中で経験したインターンシップや

ホストファミリー、ゼミ、授業、アルバイト、友達との付き合いなど、いろ

いろな状況の中で日本語を学習した。日本留学によって台湾にいたときに

は、学べなかったことが学習できた。意識的に自信を高めることで、昔より

良い自分を実現している。

［注］

1） Cook（2002）は第二言語ユーザーを An L2 user is any person who uses another 
language than his or her �rst language（L1）.と定義している。また、第二言語ユー
ザーは第二言語学習者と同じ必要はない。第二言語ユーザーは、Language users 
are exploiting whatever linguistic resources they have for real-life purposes.と定義し
ている。第二言語学習者は、Language learners are acquiring a system for late use.
と述べている。村端・村端（2016）は「何らの目的のために、自分が持っている言
語的資源を駆使している人は「学習者」ではなく、「ユーザー」なのである。」と指摘
している。

2） ストーリーに登場する学校名と地名と人物名は協力者の個人情報を守るために、
省略できるところは全部省略する。例えば、〇〇大学、〇〇高校ではなく、大学、
高校で示す。省略できないところは無関係のアルファベットで示す。
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SUMMARY

How a Taiwanese Student Who Majors in Japanese Learns  
and Uses Japanese

Pei-fang Hsieh

This paper aims to answer two questions: how a Taiwanese student who 
majors in Japanese learns and uses Japanese, and how the student views herself 
as a Japanese user. These two research questions come from my observations 
that many Taiwanese in Japan who are considered as ‘successful Japanese speak-
ers’ do not view themselves as such. Some of them even view themselves as ‘failed 
Japanese speakers.’ �erefore, this research aims to better understand these lean-
ers: how they look back at their Japanese learning experiences, how they de�ne 
their Japanese �uency now, and how they intend to improve it in the future. I 
conducted in-depth interviews with three Taiwanese who are Japanese learners 
and analyzed the reasons for their successes and struggles. �is paper focuses on 
one speci�c interviewee, and reveals the goals, expectations, challenges, strug-
gles, and the level of self-con�dence she and other learners have.
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